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はじめに1

近年，社会資本整備を取り巻く環境は大きく変
化してきており，公共投資額の減少などから公共
工事の縮減や入札契約制度の見直しなど価格競争
が激化する環境下にあり，厳しい状況が続いてい
る。そのため，受注者や発注者は公共工事におけ
る生産性の向上や品質確保に向けた取り組みの重
要性が増してきている。
このような状況下において，公共工事のあり方

そのものを見直す動きが活発となり，公共事業の
進め方の改革として，「三方良しの公共事業改革」
が進められた。「三方良し」の三方とは，受注者，
発注者，利用者を指し，三者の良好な連携によ
り，生活に必要な公共事業がより良く，より早く
できることを目指して取り組みを継続してきてい
る（図― 1）。
以上のようなことから，国土交通省では平成17

年以降，「三者会議」や「ワンデーレスポンス」
といった取り組みを進めてきたところであり，九
州地方整備局においても，平成19年度から「いき
いき現場づくり」と称して，受注者，発注者間の
コミュニケーション強化により良好な品質の社会
資本整備に努めてきたところである。

「いきいき現場づくり」の
取り組みについて2

⑴　「いきいき現場づくり」の概要
九州地方整備局における「いきいき現場づくり」
の取り組みは，受注者と発注者が協働して積極的
にコミュニケーションをとることにより，国民に
より良いサービスを提供することを目的としてお
り，「いきいき現場づくり」推進のための施策と
して，「工事監理連絡会（三者会議）」「ワンデー
レスポンス」「いきいき現場向上会議」「設計変更
協議会」「工事書類の簡素化」と大きく五つの施
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図― 1　「三方良し」の公共事業イメージ

九州における「いきいき現場
づくり」の取り組みについて

国土交通省 九州地方整備局 企画部 技術管理課

　課長補佐　甲
か

斐
い

　靖
やす

志
し



建設マネジメント技術　　2015年 1月号28

特集 担い手の育成と確保

策を展開している。
いきいき現場づくりの実施状況や問題点等を把

握し，今後の取り組みを検討するため，受注業
者，主任監督員および検査官に対して，「工事監
理連絡会（三者会議）」「ワンデーレスポンス」
「設計変更協議会」等に関するアンケート調査を
行い，その結果を改善につなげるよう努めている。
いきいき現場づくりに関する取り組みは，今年度
で 8年目ということもあり，アンケート調査にお

地域性を考慮した具体的な施策の試行やブロック
で共有できる課題解決を円滑に行うため， 4ブロ
ックの部会を各県単位のブロックに分割して組織
体制を強化している。現在は，年に 2回程度，検
討会を開催し，いきいき現場づくりの取り組み全
般について，フォローアップを行っている（図―
2）。
そして，いきいき現場づくり検討会の意見を聞
きながら毎年度の「取り組み方針」を策定し，整

いても受注者の各施策に対する認知度は
かなりあがってきていると考えている。
また，毎年 2回程度，建設業協会実務

者とのワーキングを行い，業界最前線で
活躍されている方々から直接生の声を伺
うなど，現場の課題についても状況把握
に努めているところである。

⑵　「いきいき現場づくり検討会」によ
る取り組みの強化
一方，いきいき現場づくりの取り組み

を強化することを目的として，平成22年
度に北部，西，中，南九州の四つのブロ
ックでブロック部会を設置するととも
に，上位組織として，本局，事務所の幹
部で構成する「いきいき現場づくり検討
会」を設置し，地域ごとにいきいき現場
づくりを推進できる体制を整備した。そ
の後，平成25年度には，実施状況の把握
や改善等について検討してきたが，より

平成２６年度の取り組み方針
「いきいき現場づくり」は，工事施工の円滑化・効率化を図るために工事監理連絡

会やワンデーレスポンス，設計変更協議会などの施策を一体的に取り組んでいる。
これらの取り組みに関するアンケート調査では，受発注者ともに「有益であり今後

も継続を希望する」という意見が大半であり，一定の施策の浸透がみられているが，
設計変更協議会については，認知度が低い。また，工事書類の削減の取り組みについ
ても「効率化」が図れたという意見が少なかった。
また，受発注者間のコミュニケーション不足を起因としたホームページへの意見投稿
が依然として多く寄せられている。
従って，昨年度までの検討結果やアンケート調査の意見等を踏まえ，今年度の実施

方針（案）として，以下の取り組みを受発注者で徹底して実施していき，更なるコミ
ュニケーション向上を目指していく。

１．「設計変更協議会」等の取り組みの改善及びワンデーレスポンスの強化
・設計変更のルールや手続きの明確化
・事務所独自の好事例を踏まえた取り組みについて，受発注者に周知徹底し，現場管理
を図る。

・会議を定例化し，協議の場として役割の明確化を徹底する。

２．「いきいき現場向上会議」の更なる活用
・工事の早期完成や円滑な工程管理の実施に向けた取り組み。
・好事例のノウハウを共有しながら工程管理を改善する。また，情報共有システム（Ａ
ＳＰ）は，内容の改善に努めながら取り組む。

・「いきいき現場向上会議」については幅広く活用できるよう，対象工事の拡大を図る。

３．検査時の事務量軽減の取り組み強化
・工事関係書類の事務量軽減の取り組みとして，完成検査時に持参不要書類を明確に
するとともに，併せて電子検査を促進し，検査の効率化・省力化を図る。

・昨年度実施した試行工事のフォローアップを行い，課題の抽出，検討を行う。

４．意見の窓口の見直し検討
・いきいき現場づくりの主旨からはずれた意見が多くなっていることなどを踏まえ，
今後のあり方について検討。

・ＨＰ等を再検証

５．広報・ＰＲ活動及びコミュニケーション向上の取り組み強化
・業界と連携した現場見学会の開催及び各種意見交換会や業界との会議等を通じ
たＰＲ

・出張所長・建設監督官連絡会との連携
（コミュニケーション向上のための現場対応（案））

図― 3　平成26年度の取り組み方針
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打ち合わせの機会を増やしてほしいという回答が
あった。
3）設計変更協議会
土木工事では，他の製造業者と比較し，個別に
設計された極めて多岐にわたる目的物を厳しい自
然条件，環境条件の中で生産するという特殊性を
有している。そのため，当初設計時には予見でき
ない事態が生じることもあるため，その際にどの
ように迅速かつ的確に対応するかが重要となる。
九州地方整備局では，発注者や施工者が設計変
更の妥当性の審議や工事の中止等の協議・審議な
どを行う取り組みとして，平成21年度に「設計変
更審査会」を設けたが，受注者と発注者が対等な
立場という観点を重視して，平成25年度に名称を
それまでの「設計変更審査会」から「設計変更協
議会」に変更している。
発注者は事務所副所長をはじめ，発注担当課
長，主任監督員が出席し，施工者は現場代理人，
管理技術者等が出席することで，可能な限りその
場で迅速な判断ができるような取り組みを行って
いる。

備局全体での取り組みを進めている。昨年は，「い
きいき現場づくり」のさらなる推進を受発注者で
徹底して実施していくことを目指し，昨年に「強
化方針」「共通認識事項」や「工事を受注された
皆様へ（案）」といったコミュニケーションを図
る上での具体的な配慮事項を示した資料を事務所
に配布し，受注者とのていねいなコミュニケーシ
ョンが図れるよう周知を図ったところである。さ
らに，事務所との会議等において，いきいき現場
づくりについて各事務所独自の取り組み等につい
て議論するなど，整備局全体で改善に努めていく
こととしている（図― 3）。

⑶　五つの具体的施策について
以下に各施策および課題等について述べる。

1）工事監理連絡会（三者会議）
九州地方整備局では，年間約1,700件の工事が

発注され，施工されているが，工事監理連絡会
は，施工段階において発注者，設計者，施工者が
一堂に会し，設計思想の伝達および情報共有を図
ることにより工事目的物の品質の向上や工事の手
戻りの防止を図ることを目指している。
工事監理連絡会については，取り組みの継続を

望む声が約 8割と高いものの（図― 4），三者が
集まる開催日程の調整の課題，発注後の設計図書
の修正等の問題の課題が指摘された。
2）ワンデーレスポンス
ワンデーレスポンスは，受発注者間で問い合わ

せ等に対して 1日あるいは適切な期限までに対応
することにより，待ち時間を最低限に抑える取り
組みである。平成21年度より全ての直轄工事にお
いて実施されており，工期短縮によるコスト縮
減，施工品質の向上等に寄与している。
ワンデーレスポンスについては，工事監理連絡

会以上に取り組みの継続を望む声が約 9割と多く
（図― 5），「適切に実施された（希望日までに回
答がなされた）」「おおむね実施された」という回
答が 9割以上あり（図― 6），効果が上がってき
ていると考えられるが，即日回答が無理な場合で
も回答期限を前もって明確にすることや現場での

図― 4　今後の「工事監理連絡会」の取り組みに
ついて「継続を希望する」と回答した割合

73%

79%
76%

80% 81%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

図― 5　今後の「ワンデーレスポンス」の取り
組みについて「継続を希望する」と回答した割合
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設計変更協議会については，上記二つに比較し
て，取り組みの継続を希望する声は約 6割と低い
状況であり（図― 7），どのような規模の変更の
場合に協議会を開催するのかわからないといった
声や現場で発生する変更協議については，その都
度監督職員と打ち合わせを行っているので，設計
変更協議会という形で行われることは多くないと

など，事務所ごとに工夫を凝らし，品質向上，施
工の効率化に取り組んでいる。
4）いきいき現場向上会議
いきいき現場向上会議は，より受発注者の連携
を密にして，円滑に事業を進め，工事品質の向
上，安全かつ早期に工事を完成させるために，平
成21年度から行っている会議であり，特に，工事
の早期完成や円滑な工程管理の実施に取り組む企
業を対象に，工程管理の中で想定される課題につ
いて，事前に協議調整し役割分担や解決時期等を
決定するなどその場で決定する権限をもった者
（技術副所長等）が参加し運用を行っている。
平成25年度には，複数の企業が同時期に施工す
るような工事を含め対象を拡大した。また，平成
26年度は，建設業界との意見交換会において，円
滑な施工，担い手の確保が重要なテーマとして議
論され，従来から実施しているいきいき現場向上
会議において，「工程管理」の強化を行うことと
している。具体的には，①現場施工上の課題など
の工程管理情報の共有化，②クリティカルパスが
把握できる工程表の共有化を実践しており，今年
度は管内の60工事を目標に取り組んでいる（図―
8）。
5）工事書類の簡素化
国土交通省では，土木工事における関係書類に
ついて平成18年度から削減に向けた取り組みを行
ってきているが，現在受注者側において準備すべ
き書類は80種類あまりとなっており，決して少な
いといえない状況である。
そのような状況を踏まえ，九州地方整備局では
当面の措置として完成検査時における二重検査等

いう指摘があった。
事務所の取り組み

として，その都度早
く結論を出すため
に，「現地」で設計
変更協議会を開催し
たり，会議を定例化
したり，下請け業者
も参加して議論する

図― 6　「ワンデーレスポンス」の実施により，
「計画工程より短縮された」「計画工程と変わらな
かった（遅延防止になった）」と回答した割合
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図― 7　今後の「設計変更協議会」の取り組み
について「継続を希望する」と回答した割合
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の防止や工事書類の事務量軽減の観点から，完成
検査時に持参不要とする書類を設定する工事の試
行を行っている。平成25年度より試行工事を設定
し，完成時検査での持参不要書類の明確化や電子
検査の促進を進めるとともに，効果や課題等を整
理し，改善点について検討・議論している（図―
9）。
6）その他
　①　意見の窓口
いきいき現場づくりのさらなる充実のため，

受注企業の現場技術者から質問や改善ならびに
評価等の意見を直接受け付ける窓口として，九
州地方整備局ホームページに平成21年に「意見

の窓口」を開設している（図―10）。寄せられ
た意見等についての回答は，ホームページで公
開するとともに，管内の出張所長，監督官等に
もメールを配信し，周知している。
現場の技術者からの投稿では，受発注者間の
コミュニケーション強化や円滑な工事施工に向
けた「いきいき現場づくり」の施策推進を求め
る声が多くなっている。
　②　品質確保に関する研修等
九州地方整備局では，毎年，品質確保研修

（対象：課長級，係長級）の実施により職員の
スキルアップを継続的に実施している。整備局
職員のほか，地方自治体の職員も含めて研修を
行い，整備局だけでなく，地方自治体において
も円滑な業務執行に努めている。

おわりに3

いきいき現場づくりは，受注者，発注者，そし
て国民がそれぞれのメリットをコミュニケーショ
ンを通じて実現することが重要である。今年度
は，若手技術者や女性技術者が活躍できる環境整

備が話題となっているが，そ
のエリアごとの地域性や事務
所，事業規模などにより工事
を取り巻く環境の違いがあ
り，本局からの統一的な指導
では限界があると考えられ
る。今後もいきいき現場づく
りを効果的に進めていく上
で，事務所ごとに地域に応じ
た新たな取り組みや既存の取
り組みの改善などを進め，そ
の効果を検証しながら活用し
ていくこととしている。
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図― 9　検査時持参書類縮減効果

図―10　いきいき現場づくり「意見の窓口」ホームページ掲載画面


